
第第第第３３３３回回回回    高知県国語教育実践研究大会高知県国語教育実践研究大会高知県国語教育実践研究大会高知県国語教育実践研究大会    プログラムプログラムプログラムプログラム    

――――言語活動言語活動言語活動言語活動をををを通通通通したしたしたした国語学力国語学力国語学力国語学力のののの育成育成育成育成――――                        主主主主         催催催催  高 知 大 学 教 育 学 部  大 会 実 行 委 員 長  渡 辺 春 美                事 務 局      武 久 康 高  日日日日         時時時時  2 0 1 2 年 3 月 ３ 日 （ 土 ） 9 : 3 0 ～ 1 6 : 1 0  開 催 場 所開 催 場 所開 催 場 所開 催 場 所  教 育 学 部 5 1 番 教 室 （ 教 育 学 部 4 号 棟 北 側 ）  大会大会大会大会プログラムプログラムプログラムプログラム    １１１１    受受受受        付付付付  9： 0０ ～  ９ ： 3０   ２２２２    開会挨拶開会挨拶開会挨拶開会挨拶  ９ ： 30～  ９ ： 4０  遠藤隆俊 高知大学教育学部長 ３３３３    研究発表研究発表研究発表研究発表  ９ ： ４ ０ ～ １ ２ ： ０ ０  (1) 藤本飛鳥（高知大学 4 年次生）     テーマ：児童詩集『やまもも』の学習指導の歴史 (2) 藤岡真季子（高知市立初月小学校）    テーマ：自分の思いをことばで適切に表現できる子どもをめざして  (3) 田部和彦（高知市立一ツ橋小学校）    テーマ：、「聴く、話す、書く、読む」を関連させた言語活動の展開  (4) 岩本初美（土佐市立蓮池小学校）     テーマ：古文に親しもう―枕草子― 講評 西岡博子（高知市立一宮小学校）    講評 武市綾香（高知県教育センター） ４４４４    ワークショップワークショップワークショップワークショップ（ １ ３ ： ０ ０ ～ １ ６ ： ０ ０ ）  講 師  土山和久（大阪教育大学）  テーマ   創造的な国語教室を求めて  ―クリエイティブ・ライティングの実践的方法―  内 容  書くことは、人とつながったり、自己を見つめ直したりする重要な働きを持っています。学校教育でも、このような働きを重要視してきました。このワークショップでは、“創造的”ということを中心に、人とのつながりや自己確認を求める“もう一つ別のアプローチ”を提案したいと思います。提案するいくつかの方法を通して“実験的に”体験していただければ幸いです。また、その試みが文学との交流、さらには学力形成にどのようにつながっていくのか、という点についても問題提起してみたいと思います。  準備するもの  鉛筆、色鉛筆     ６６６６    閉会挨拶閉会挨拶閉会挨拶閉会挨拶（ １ ６ ： ０ ０ ～ １ ６ ： １ ０ ）    渡辺春美（高知大学 大会実行委員長）     後  援 ： 高 知 県 教 育 委 員 会 ・ 高 知 市 教 育 委 員 会  連 絡 先 ： 高 知 大 学 教 育 学 部  渡 辺 春 美 研 究 室 （ 電 話  088-844-8440）  E-mail  h.watanabe@kochi-u.ac. jp  武 久 康 高 研 究 室 （ 電 話  088-844-8384）  E-mail   takehisa@kochi-u.ac. jp              


